






研究目的

　流早死産の原因をたしかめることは必ずしも容易でない。ことに死産胎児の

検索だけでなく,その際の胎盤の観察に至っては一層無視される傾向にある。

しかし胎盤の病理学的観察を丹念に続けることによって,思いもかけない流死

産の原因が把握される可能性があり,本研究の目的もここに存在する。


